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序章 計画の策定にあたって 

１．計画策定の背景・目的 

垂水市（以下、「本市」という）では、令和２年の国勢調査結果をみると、６５歳以上の老年人

口の割合が４３．１％に達し、総人口は平成２７年国勢調査から１１．０％減少するなど、高齢化

及び人口減少が進行しています。 

一方、地域の暮らしと産業を支え、豊かで暮らしやすい地域づくりや、活力のある地域の 

振興を図る上で「移動」は欠かせない存在です。地域における移動手段の維持・確保は、交通

分野の課題解決にとどまらず、まちづくり、観光振興、健康、福祉、教育、環境等の様々な  

分野で大きな効果をもたらすことが期待されています。 

しかしながら、人口減少による公共交通利用者の減少、運転手不足の深刻化等により、  

公共交通の維持は容易ではなくなってきており、公共交通に頼らざるを得ない高齢者等や、

公共交通空白地などにおける移動手段の確保は、今後さらに深刻な問題となることが予想さ

れます。 

こうした状況を踏まえ、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第 

５９号）に基づき、既存の公共交通に加えて、地域における輸送資源の総動員による持続可能

な地域旅客運送サービスの提供を確保することを目的とした「垂水市地域公共交通計画」を

策定します。 

 

２．計画対象区域 

本計画の区域は、垂水市全域とします。 

 

３．計画期間 

本計画の期間は、令和６年度から令和１０年度までの５年間です。
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第１章 本市の公共交通の現状及び課題 

これまでの本市の概況の整理や各種調査結果を踏まえ、本市の公共交通の課題について、

以下のとおり整理しました。 

課題１ 事前予約型乗合タクシーの利便性向上 

【現状】 

 事前予約型乗合タクシーの運行地域において、「利用したことがある」は３割程度にとどまって

います。（図表 1-1） 

 利用にあたっては、バス停での乗降が基本のため、バス停から自宅まで離れている住民にとっ

ては利用しづらい仕組みとなっています。 

 利用者の約３割は他の公共交通に乗り継いで移動している一方、現状の運行ダイヤは垂水フェ

リーや路線バスとの乗継が考慮されておらず、スムーズな広域移動ができない状況となって

います。（図表 1-2） 

【課題】 

 ドア・ツー・ドア方式への運行見直しや、スムーズに乗継できるダイヤの設定等、利便性向上と

利用の拡大を図ることが求められます。（図表 1-3） 

 

図表 1-1 運行地域における利用状況      図表 1-2 路線バス・垂水フェリーとの乗継状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-3 事前予約型乗合タクシーで改善が必要と感じる点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）複数回答 

資料）事前予約型乗合タクシーアンケート調査  

利用したこと

がある
32.2%

利用したこと

がない
67.8%

（N=227）

乗り継ぐこと

はない
39.7%

路線バスに乗り

継ぐことがある
5.5%垂水フェリーに乗

り継ぐことがある
19.2%

路線バスと垂水

フェリーの両方に

乗り継ぐことがある
4.1%

無回答
31.5%

（N=73）

『他の公共交通に乗り継ぎがある』は28.8％ 

23.3 

2.2 

4.4 

7.5 

14.1 

17.6 

21.6 

21.6 

23.8 

48.5 

0 10 20 30 40 50

無回答

その他

運行ルートを見直す

運行時間を見直す

運賃の割引制度などを充実させる

利用方法や運行時間、運行ルートに関する情報提供を充実させる

スマートフォン等インターネットでも予約できるようにする

運行便数を増やす

路線バスや垂水フェリーとの乗り継ぎを考慮した運行時間にする

誰でも自宅前で乗降できるようにする

[％]

（N=227）
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課題２ 交通空白地解消に向けた対応 

【現状】 

 本市では、北部（境、牛根地区）や南部（新城地区）において、路線バスのバス停から離れてお

り、事前予約型乗合タクシーも運行されていない空白地が存在しています。（図表 1-4） 

【課題】 

 高齢化の進行により運転免許や車を持たない住民の増加が見込まれる中、安心して生活する

ための移動手段の確保が求められます。 

 

図表 1-4 交通空白地 
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課題３ 市民の移動ニーズに応じた交通サービスの提供 

【現状】 

 商業・医療施設は市中心部に集積しており、市民の多くは市中心部へ買い物・通院しています。

（図表 1-5、1-6） 

 路線バスは国道沿いを走行しているため、国道から離れた場所に立地する施設に行くときや

目的地間の移動の際に、公共交通では行きづらく、利便性は高くない状況となっています。 

【課題】 

 買い物や通院等の日常生活で公共交通を利用してもらうためにも、市街地での移動利便性を

高める新たな交通サービスの提供等が求められます。 

 

図表 1-5 市中心部における商業・医療施設の立地とバスの運行状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-6 市民がよく利用する商業・医療施設 

＜商業施設＞                     ＜医療施設＞ 

順位 施設名 回答数  順位 施設名 回答数 

1 タイヨー垂水店 246  1 垂水中央病院 161 

2 A コープ垂水店 185  2 桑波田診療所 52 

3 だいわ垂水店 132  3 よしとみクリニック 35 

4 ドラッグストアモリ垂水店 58  4 池田温泉クリニック 19 

5 ナフコ垂水店 42  5 東内科小児科クリニック 16 

資料）市民アンケート調査  
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課題４ 市民の公共交通に対する意識啓発と利用促進 

【現状】 

 市民アンケートによると、直近１年間で路線バスを利用した割合は１割以下で、７０歳代以上に

おいても「利用していない」が大半を占めており、市民の多くは公共交通を利用していないこ

とが分かりました。（図表 1-7） 

 高齢者は自家用車で買い物・通院等の移動が多く、運転免許証の返納意向が低い状況となっ

ています。（図表 1-8） 

【課題】 

 自家用車での移動が多い市民、特に高齢者に対して公共交通を利用して生活する習慣の定着

を図るため、市民の移動ニーズに合わせた交通サービスの提供や公共交通に関する情報発信

等に取り組みながら、市民の利用を促す必要があります。 

 

図表 1-7 直近 1 年間の路線バスの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料）市民アンケート調査、以下同じ 

 

図表 1-8 70 歳代以上の運転免許証の返納意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

33.3 

9.2 

4.3 

6.9 

16.1 

14.6 

15.0 

12.5 

9.0 

66.7 

87.0 

93.5 

93.1 

83.9 

81.3 

85.0 

87.5 

88.9 

3.8 

2.2 

4.2 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

80歳代以上（N＝6）

70歳代（N＝184）

60歳代（N＝186）

50歳代（N＝87）

40歳代（N＝62）

30歳代（N＝48）

20歳代（N＝20）

10歳代（N＝8）

全体（N＝602）

利用した 利用していない 無回答

『返納意向がない』は62.1％ 

運転免許証の返納を考えたことは

ない／返納するつもりはない
29.4%

加齢により運転能力の低下を感じて

はいるが、車の運転が生活に欠かせ

ないため運転免許証を返納できない
32.7%

加齢により運転能力の低下を感

じており、運転免許証の返納を

考えている
12.4%

現在運転はしていないが、身

分証明に使用したいため運転

免許証を返納しない
1.3%

その他
9.2%

無回答
15.0%

（N=153）
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課題５ 持続可能な公共交通の確保 

【現状】 

 市民の多くは「運行を維持してほしい」との意向があるものの、路線バス等の公共交通をほと

んど利用していないため、市の財政負担額は増加しています。（図表 1-9、1-10） 

 交通事業者においては、乗務員の高齢化・人手不足が深刻で、今後交通サービスの維持・確保

が難しくなることが予想されます。 

【課題】 

 持続可能な公共交通の確保に向けては、既存の公共交通を基本としつつ、多様な関係者と連

携して地域の実情に合った交通サービスも検討し、市民の移動手段を確保していくことが求め

られます。 

 

図表 1-9 今後の運行に対する意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料）市民アンケート調査 

 

図表 1-10 路線バスに対する市の財政負担額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自分・家族が利用している
から維持してほしい

6.8%

将来必要となるため
維持してほしい

60.6%市外からの来訪者のために
維持してほしい

11.1%

無くても良い
5.8%

その他
6.5%

無回答
9.1%

（N=602）

『運行を維持してほしい』は78.5％ 

41,318

51,447

58,585 59,062

64,834

0

20,000

40,000

60,000

80,000

H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

（千円）
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第２章 垂水市地域公共交通計画 

１．基本理念および基本方針 

本市におけるまちづくりの方向性や地域公共交通の現状・課題を踏まえ、基本理念および

基本方針を以下のとおり設定します。 

 

＜基本理念＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【垂水市の公共交通の課題】 

■課題１ 

事前予約型乗合タクシーの利便性向上 

■課題２ 

交通空白地解消に向けた対応 

■課題３ 

市 民 の移 動 ニ ーズ に応 じ た交 通    

サービスの提供 

■課題４ 

市民の公共交通に対する意識啓発と

利用促進 

■課題５ 

持続可能な公共交通の確保 

【基本方針】 

■方針１ 

市民の暮らしに対応した公共  

交通体系の構築 

■方針２ 

公 共 交 通 で 出 か け た く な る   

環境づくり 

■方針３ 

公共交通に対する利用意識の 

醸成 

■方針４ 

持続可能な公共交通の構築 

安心して暮らし続けるためにみんなで支え合う公共交通 

本計画では、将来にわたって公共交通を維持・確保するため、市民の移動ニーズに合わせ

た利便性の高い交通サービスの提供や利用促進を図るとともに、いつまでも安心して暮らし

続けられるように、多様な関係者が協力し合い、持続可能な公共交通を目指していくことを

基本理念とします。 
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        市民の暮らしに対応した公共交通体系の構築  

 市民の移動実態を踏まえ、買い物・通院等の日常生活において利用しやすい公共交通体系の

構築を目指します。 

 事前予約型乗合タクシーについては、利用者のニーズに合わせた運行内容の見直しに取り組

み、利便性向上を図ります。 

 

 

        公共交通で出かけたくなる環境づくり  

 市民・来訪者の誰もが安全・快適に公共交通を利用できる環境を目指し、主要拠点等におけ

る待合環境の整備や、分かりやすい案内標示・情報発信の充実を図ります。 

 

 

        
公共交通に対する利用意識の醸成 

 今後も公共交通を維持・確保していくために、市民一人ひとりが公共交通を利用することが

重要であることを十分に周知し、市民の意識の醸成と利用促進を図ります。 

 公共交通を利用して暮らす習慣の定着を図るため、多様な関係者と連携しながら、子どもや

高齢者等それぞれの対象に適した効果的なモビリティ・マネジメント※1に取り組みます。 

 

 

        
持続可能な公共交通の構築  

 交通事業者と連携して担い手確保に取り組むほか、既存の交通サービスが行き届かない地

域等においては、地域の実情に合った交通サービスを検討し、持続可能な公共交通の構築に

向けて取り組みます。 

 公共交通を取り巻く課題解決に向けて、新たなモビリティサービス※2の導入に向けた調査・検

討を積極的に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

※1モビリティ・マネジメントとは、地域住民が移動する際に「過度に自動車に頼る」状況から、「公共交通や徒歩などを含めた多様な交通

手段を適度に利用する」ように行動変容を促す一連の取組のこと。 

※2モビリティサービスとは、自動車を移動・輸送の手段として円滑に提供するための一連のサービスのこと。  

方針３ 

方針４ 

方針１ 

方針２ 



9 

＜垂水市の将来の交通ネットワークイメージ＞ 

多様な交通手段が集中する交通拠点・垂水港をはじめ、商業・医療施設が集積する市中心

部での移動利便性の向上や、市中心部と郊外を結ぶ事前予約型乗合タクシーの利便性向上、

交通拠点や乗継拠点で円滑に乗継できる環境の充実など、これからのまちづくりと一体とな

った交通ネットワークの構築を目指します。 

 

図表 2-1 垂水市の将来の交通ネットワークイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
注）あくまでイメージであり、再編に向けた詳細な検討については、利用者の利便性や事業の持続性などに細心
の注意を払うとともに、実行・実現に向けて関係者との協議・調整等を綿密に行い、実証運行等を通して実現
化を目指しながら取り組みます。  

生活拠点

鹿児島市
方面

水之上地区

大野地区

市木地区

牛根地区

新城地区

【乗継地点（海潟）】 

市北部から鹿児島市（桜島）方面への 

路線バス間の乗継地点として 

乗継利便性の向上やバス待ち環境の改善 

【生活拠点（商業・医療）】 

買い物・通院等の市民の日常生活

を支える交通サービスの導入 

【交通拠点（垂水港）】 

 円滑な広域移動に向

けた公共交通間の乗

継利便性の向上 

【事前予約型乗合タクシー】 

・利便性向上に向けたドア・ツー・ドア型

の運行方式への見直し 

・交通空白地解消に向けた乗合タクシー

等の運行 

路線バス

生活拠点

事前予約型乗合タクシー

鴨池・垂水フェリー

凡例

交通拠点・乗継地点
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２．交通種別ごとの役割と方向性 

区 分 対 象 役 割 

広域 

幹線 

フェリー 
 垂水市と鹿児島市を結び、通勤、通学、観光、ビジネス等の利用

を中心に広域の移動手段としての役割を担う。 

路線バス 

 垂水市と鹿屋市や霧島市等の周辺市町を結び、通勤、通学、   

観光、ビジネス等の利用を中心に広域の移動手段としての役割

を担う。 

地域内

交通 

事前予約型 

乗合タクシー 

 路線バスが運行されていない交通不便地域等の住民の買い物や

通院等の日常生活における移動手段としての役割を担う。 

 路線バスとの接続により、地域住民の移動利便性を高める役割

を担う。 

タクシー 

 交通不便地域での移動や、他の公共交通が運行時間外の際の 

移動手段としての役割を担う。 

 高齢者、障がい者、子育て世帯、観光客等、利用者それぞれの  

きめ細かい多様なニーズに対応する役割を担う。 

その他 

スクールバス  中学生の通学における移動手段としての役割を担う。 

医療・福祉分野の 

輸送サービス 

 自ら病院や介護施設への通院・通所が困難な高齢者・障がい者等

を対象に、民間事業者が無償で輸送するサービスであり、施設ま

での移動手段としての役割を担う。 

※事前予約型乗合タクシーについては、国庫補助（地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金）を活用し、  
継続的に運行していきます。補助対象系統の詳細は、次頁を参照。 
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図表 2-2 地域公共交通確保維持改善事業で運行を確保･維持する運行系統に係る事業及び実施主体の概要 

運行系統名 起点 経由地 終点 
事業許可 

区分 
運行の態様 実施主体 

市木ルート 市木地区～中央地区 

4条乗合 区域運行 
垂水市 

（運行は交通事業者に委託） 

大野ルート 大野地区～中央地区 

内ノ野ルート 
水之上地区（内ノ野ルート）

～中央地区 

小谷ルート 
水之上地区（小谷ルート） 

～中央地区 
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３．計画目標及び目標達成のための事業 

（１）計画目標及び事業体系 

基本方針  目標  実施事業 

【基本方針 1】 

市民の暮らしに

対 応 し た 公 共 

交通体系の構築 

 

【目標１】 

市 民 の 外 出 実 態 ・  

移動ニーズに合った 

地域交通の最適化 

 

事前予約型乗合タクシーの運行見直し※ 

  
市街地での移動利便性向上に向けた 

新たな交通サービスの導入
※

 

【基本方針 2】 

公 共 交 通 で  

出かけたくなる

環境づくり 

 

【目標２】 

誰 も が 公 共 交 通 を  

利用しやすい環境整備 

 

主要拠点等における待合環境の整備
※

 

  

利便性向上に向けた ICT 技術の活用 

【基本方針 3】 

公 共 交 通 に  

対する利用意識

の醸成 

 

【目標３】 

多 様 な 関 係 者 と の  

連携による利用促進・

情報発信の充実 

 

モビリティ・マネジメントの実施※ 

  

公共交通に関する情報案内の充実※ 

  

多様な関係者との連携強化 

【基本方針 4】 

持 続 可 能 な  

公共交通の構築 

 

【目標４】 

地域の実情に合った

持 続 可 能 な 交 通   

サービスの提供 

 

交通事業者との連携強化 

  

地域の実情に合った交通サービスの検討 

  
新たなモビリティサービス導入に向けた 

調査・検討 

※利便増進事業対象※３ 

 

 

 

 

 
※3 利便増進事業とは、地域における公共交通ネットワークの再編に加え、運賃・ダイヤ等の見直しも含め、利用者の利便の増進に資する  

取組を通じて、地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保を図る事業のこと。  
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（２）事業の実施時期及び実施主体 

事業名 

実施スケジュール 実施主体 

R6 

年度 

R7 

年度 

R8 

年度 

R9 

年度 

R10 

年度 

垂
水
市 

交
通
事
業
者 

関
係
事
業
者 

市
民 

目標１ 市民の外出実態・移動ニーズに合った地域交通の最適化 

事前予約型乗合タクシーの   
運行見直し（ドア・ツー・ドア移行） 

     ● ●   

事前予約型乗合タクシーの   
運行見直し（運行区域拡大） 

     ● ●   

市街地での移動利便性向上に向
けた新たな交通サービスの導入 

     ● ● ●  

目標２ 誰もが公共交通を利用しやすい環境整備 

主要拠点等における待合環境の
整備 

     ● ● ●  

利便性向上に向けた ICT 技術の
活用 

     ● ● ●  

目標３ 多様な関係者との連携による利用促進・情報発信の充実 

モビリティ・マネジメントの実施      ● ● ● ● 

公共交通に関する情報案内の 
充実 

     ● ● ● ● 

多様な関係者との連携強化      ● ● ● ● 

目標４ 地域の実情に合った持続可能な交通サービスの提供 

交通事業者との連携強化      ● ●   

地 域 の 実 情 に 合 っ た 交 通    
サービスの検討 

     ● ● ● ● 

新たなモビリティサービス導入に
向けた調査・検討 

     ● ●   

※       ：計画・検討         ：実施  
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４．目標達成に向けた評価指標 

本計画における目標達成に向けて、以下の６つの評価目標を設定します。 

 

目標 1 市民の外出実態・移動ニーズに合った地域交通の最適化 

評価指標１：事前予約型乗合タクシーの利用者数 

地域の実情に合った運行内容の見直し・運行区間の拡大、利用促進により、コロナ禍前  

（令和元年度/7,702 人）の９５％水準以上の回復を目指します。 

 現状値（令和 4年度） 目標（令和 10年度） 

 7,213人 7,320人 

 

目標２ 誰もが公共交通を利用しやすい環境整備 

評価指標２：バス待ち環境の整備箇所数 

バス停における上屋やベンチの設置など、概ね年１か所のペースでバス待ち環境の整備に 

取り組み、市民・来訪者の誰もが公共交通を利用しやすい環境を目指します。 

 現状値（令和 5年度） 目標（令和 10年度） 

 未実施 累計 5か所 

 

目標３ 多様な関係者との連携による利用促進・情報発信の充実 

評価指標３：多様な関係者との連携による利用促進の取組件数 

概ね年１回程度のペースで移動の目的先となる商業・医療施設等、多様な関係者と連携 

して利用促進に向けた事業を企画・実施するなど、地域で協力して利用促進に取り組むこと

を目指します。 

 現状値（令和 5年度） 目標（令和 10年度） 

 未実施 累計 5件 

 

評価指標４：直近１年間で路線バスを利用した割合 

地域内交通の利便性向上や効果的なモビリティ・マネジメントの実施により、利用促進が  

図れているか把握するため、市民アンケート調査で直近１年間の路線バスの利用状況を尋ね、

概ね５人に１人が「利用した」と回答することを目指します。 

 現状値（令和 5年度） 目標（令和 10年度） 

 9.0％ 20.0％ 

 

目標４ 地域の実情に合った持続可能な交通サービスの提供 

評価指標５：地域の実情に合った交通サービスの調査・検討件数 

市内の多様な輸送資源の活用や市民協働を基本とした地域の実情に合った交通サービス

の調査・検討を行い、持続可能な公共交通の構築を目指します。 

 現状値（令和 5年度） 目標（令和 10年度） 

 未実施 累計 5件 

 

評価指標６：住民座談会の開催回数 

計画期間中に全９地区で概ね２回程度住民座談会を開催し、既存の公共交通に対する要

望の把握・改善や、交通不便地域での移動手段の確保など、地域の実情に合った交通サービ

スの提供を目指します。 

 現状値（令和 5年度） 目標（令和 10年度） 

 未実施 累計 18回 
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評価指標７：公共交通への財政負担額（住民１人あたりの負担額） 

新たな運行形態の検討・導入に係る費用増大、効率化による費用縮減等を鑑み、現状維 

持を目指します。 

 現状値（令和 5年度） 目標（令和 10年度） 

 6,585円 現状維持 

 

評価指標８：事前予約型乗合タクシーの収支差※1 

人口減少に伴う利用者数の減少が見込まれる中でも、利便性向上や効率化に伴う利用頻

度の増加により、現状と同程度の収入を確保し、収支差の現状維持を目指します。  

 現状値（令和 5年度） 目標（令和 10年度） 

 ▲7,0３７千円／年 現状維持 

※1 (年間運賃収入)－(年間運行経費)【当該年度４月～３月により算出】 
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５．目標達成に向けたマネジメント 

（１）マネジメントの進め方 

事業の実施にあたっては、垂水市地域

公共交通活性化協議会で Plan（計画）、

Do （ 実 行 ） 、 Check （ 評 価 ・ 検 証 ） 、

Action（改善）による PDCA サイクルに

沿って、計画期間である 5 年間の全体  

評価を行います。 

社会情勢や地域ニーズの変化に合わせ

て、実施事業を適宜評価・検証し、事業 

内容の見直しや改善を行いながら目標 

達成に向けて推進します。 

 

 

 

（２）マネジメント推進体制 

取組の推進体制として、「行政」、「交通事業者」、市民等の「地域」が公共交通に対する意識

を共有、連携し、それぞれの事業に取り組む必要があります。 

また、事業の実施は、行政、交通事業者、市民等において構成される垂水市地域公共交通

活性化協議会において、進捗状況のマネジメント（管理）を行いながら、着実に取組を進めて

まいります。 

図表 2-4 マネジメント推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・公共交通の担い手として、積極的に公共交通を利用 

・持続可能な公共交通に向けたあり方を検討 

・公共交通を支えるために、主体的に取組に関与 

 

地域 

 

交通 

事業者 
行政 

・公共交通施策の実施 

・公共交通サービス・情報提供の支援 

・地域公共交通のあり方に関する検討へ

の積極的な連携・協力 等 

・公共交通サービス提供 

・市民等との協力体制づくり 

・市民等に対する公共交通の利用促進 等 

市民、事業者など 

地域関係者全体 

図表 2-3 PDCA サイクルのイメージ 

■詳細計画立案
■評価指標の設定
例：路線ごとの運行計画の策定

利用促進策の実施計画策定

PLAN
（事業の詳細計画）

■計画の円滑な実施
例：地域公共交通の運行

利用促進策の実施

DO
（実施）

■目標に対する達成度評価
■課題・問題点の整理
例：利用状況の把握、利用促進策の効果検証

CHECK
（評価）

■改善点の抽出
■改善点の検討
例：運行内容、利用促進策の見直し

ACTION
（改善点の抽出）
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